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研究成果の概要（和文）： 

 タイ、韓国、日本で調査を行い、35 種類の巻貝から 19 種類の吸虫類を検出した。干
潟により生息する巻貝類とそれに寄生する吸虫類の多様性は異なっていた。巻貝類の
多様性が最も高かった地点は日本の名護市我部井干潟の 7 種で、吸虫類では月浦里で
6 種であった。感染率はタイで 100%、日本では浜松市雄踏町山崎の 80％が最高であ
った。韓国の木浦周辺干潟は、巻貝類、吸虫類の多様性に富んでいた。巻貝と吸虫の
多様性・希少性指数は、我部井、大浦川、西表島浦内川で圧倒的に高く、香川県、佐
賀県の小さな干潟でも高い値を示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We investigated at 116 sites in Thailand, 18 sites in Korea and 84 sites in Japan. Nineteen 
trematodes were found from 35 species of snails. The highest diversity of snails was 
recorded at Gabei in Nago city (7 species), and that of trematodes (6 species) at 
Geppo-ri. Infection rate of snails was highest in Thailand (100%), and at Yamazaki 
in Hamamatsu city (80%). Tidal flats around Mokpo in southern Korea had high diversities 
of snails and trematodes. The diversity-rarity index was defined and calculated. The value 
was highest at Gabei, and were high at the small tidal flats in Kagawa and Saga Prefecture. 
Therefore it is suggested that the small tidal flats with good natural conditions are 
very important for survival of trematodes and their parasitc trematodes. 
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１．研究開始当初の背景 
 河口等の干潟に生息する巻貝類には、哺乳
類や鳥類に寄生する吸虫類の中間宿主とな
るものがおり、その体内にはレジア、スポロ
シスト、セルカリアが寄生していることが多
い。しかし、淡水産の巻貝に較べて、干潟の
巻貝を中間宿主とする吸虫類は、日本ではほ
とんど研究されていない。寄生虫の生活史は
終宿主 (host) と中間宿主 (intermediate 
host) が揃って生息している時のみ成立す
るので、どちらか一方のみしか生息してない
環境ではこれらの寄生虫は存続できない。と
どろが、近年干潟が激減し、干潟の環境自身
も悪化しているためこれら寄生虫は、巻貝類
とともに、種の存続を脅かされる状況に陥っ
ていると想像される。 
 日本における研究状況： 日本の海産或は
汽水産セルカリアに関する論文は非常に少
なく、1906 年に藤田が東京湾のアサリからセ
ルカリアを発見して以来これまでに二十数
編しかない。その中には瀬戸内海の貝類につ
いての浅田（1928）、翁（1959）、Bridgman(1971, 
1972)の研究、東京湾等の貝類については Ito
（ 1956a,b, 1957, 1980 ）、 Shimura(1980, 
1983a,b, 1984)等の研究があるが、その後は
筆者らによる香川県の貝類についての研究
(Harada, 1989a, b, c, 2001, 2002)がある
のみであった。これまで、瀬戸内海、東京湾、
八丈島以外での研究は行われておらず、近年
ホソウミニナに寄生するセルカリアの研究
が発表されたが（Miura et al., 2005）、全
国的なセルカリアの分布状況は未だに不明
である。 
 世界における状況： Holliman(1961)はフ
ロリダ半島 Apalachee Bay で、Cable(1963)
はジャマイカと Curacao島で海産セルカリア
の研究を行なった。一方、近年はオーストラ
リア、カリフォルニアでは生態学的研究が盛
んになっている。しかしこれまでに全世界で
も論文は 200 編以内と思われ、韓国、東南ア
ジアでは汽水産巻貝とセルカリアの研究は
殆どなく、現状を把握する事すらできない。
従って、西太平洋地域の干潟のセルカリア相
が明らかになれば、日本の干潟の特徴が明ら
かになり、干潟研究に対しても全く新しい視
点が加わると思われる。 
 
２．研究の目的 
 干潟研究において、巻貝類に寄生する吸虫
類はまだほとんど調べられていない。汽水産
セルカリアの形態学的分類は非常に困難な
ため研究の進展を阻害しているので、ＤＮＡ
の塩基配列により種を同定できるようにす

るため、セルカリア、成虫のある特定領域の
塩基配列を決定する。また、それと同時に巻
貝類の生態学的調査も行い、セルカリアとそ
の寄主である巻貝類との相互作用、セルカリ
ア種間の競争、共生関係も解析する。 
 寄生虫は複雑な生活史を持ち、巻貝類を中
間宿主として必要とするので、これらは干潟
生態系の多様性の指標となる。本研究は、西
太平洋沿岸に亘って広く干潟の巻貝類とそ
れに寄生しているセルカリアの分布と種類
を明らかにする事を第一の目的とする。その
結果に基づき、巻貝類と吸虫類の多様性と希
少性を同時に表現できる指数考案し、これに
より干潟を評価する。これによって、巻貝−
吸虫類系の保全のために現在重要な干潟を
リストアップ出来、干潟の保全対策を考える
事ができる。さらに環境汚染との関連から、
水質、底質がどの程度巻貝類やセルカリアの
生存に影響しているかを検討する。 
 
３．研究の方法 
 日本国内では、これまで調査を行っていな
い地域を中心に、順次調査する。 
 山陰地方、有明海周辺の各地点で、緯度経
度を記録して巻貝類の任意採集を行う。国内
の野外調査に人手が必要な時は、研究分担者
とともに行う。採集に行けない場合は、現地
の研究者に謝金により採取を依託し、標本を
送付して頂く。 
 それらを実験室に持ち帰り、貝を破砕して
寄生しているセルカリアを検索する。見つか
ったセルカリアをスライドグラスにとり、顕
微鏡で形態を観察、測定し、flame cell 
formula を決定する。 
 レジア、スポロシスト、セルカリアから市
販の抽出キットにより DNA を抽出する。リボ
ソーム RNA 遺伝子の ITS region の保存領域
のプライマーを用いて PCR を行い、ダイレク
トシークケンスによりシークエンスを決定
する。この過程は謝金により実験補助者を雇
って行う。未記載のセルカリアが見つかれば、
ＤＮＡの配列と共に、新種として記載する。 
 国外においては、ベトナム、台湾、中国か
ら、具体的に協力が得られた地域から開始す
る。 
 国内と同様、研究協力者とともに各地の干
潟で緯度経度を記録して巻貝類の任意採集
を行う。巻貝類は拠点となる研究機関または
宿泊施設の冷蔵庫に保管しておき、まとめて
日本に持ち帰る。日本の研究室において上記
と同様に研究を行う。 
 
４．研究成果 



 西太平洋地域の干潟に生息する巻貝類とそ

れに寄生する吸虫類の現状を明らかにするた

め引き続き、韓国及び日本を中心とした各地

で調査を行った。 

 韓国南部においては人体有害異形吸
虫症などが報告されているので、木浦を
中心としてムアン、ジンド、カンジン湾
までの干潟で調査を行った。その結果、
これらの地方の干潟には吸虫類の中間
宿主となる巻貝類が現在でも種類数、個
体数とも多く生息しており、巻貝類の多
様性はセマングム干潟より高かった。カ
ンジン湾には、かつて韓国各地の干潟に
見られた巻貝類が、現在はこの周辺にだ
け貴重種として生息している事が知ら
れている。この地方は、貴重な干潟が多
く残っているが、現在でも埋め立ての進
行は著しく、特に木浦市では既に多くの
干潟が消失している。韓国でも日本と同
様に、干潟環境の減少により、巻貝類お
よび吸虫類の生存にとって厳しくなっ
ていると思われた。 
 次に、日本も干潟の巻貝類は生息地が非常
に限局されて来ているので、その分布規定要
因として底質と水質のどちらが大きく関与
しているかを知るため、ヘナタリを使用して、
生息している場所としていない場所の底質
と水質の選択および交換実験を行った。その
結果、行動や死亡率に水の影響はなく、ヘナ
タリは藤前干潟の底質上を避け、和歌川の底
質上に集まった。従ってヘナタリは藤前干潟
の底質より和歌川の底質を選択する事が分
かった。そこで底質の粒度分析を行うと、底
質の粒度組成は両者で大きな違いがあった。
藤前では 150μm 以下の粒子が 21.8％で、300
μm 以上の 29.5％と同程度に多いが、和歌川
では 150μm 以下が 10.2％であり、300μm 以
上の粒子は 47.3％を占めた。底質の化学的な
成分の影響は分からないが、底質がヘナタリ
の分布の要因となっている事が示唆された。
そこで、全国 13 地点の底質の粒度分析を行
った。その結果、地点により粒度組成には大
きな違いがあり、愛知県田原市汐川では粒経
0.075mm 以下（シルト、粘土）で 10％に達し
たが、長崎県太良町嫁川河口では 0.3mm まで
0％であった。Cerithidea 類はシルトの多い
地点にも生息していたが、ホソウミニナは粒
経 2.36mm 以上の成分が多い場所を好む事が
明らかになった。 
 続いて、日本の島根県浜田市から鳥取
県米子市までの山陰地方の調査を行っ
た。この地方の海岸の環境は瀬戸内海、
九州、太平洋岸とは大きく異なっており、
主に崖、磯、浜で成り立っており、干潟
はほとんど形成されていない。そのため
かウミニナ科、オニノツノガイ科の巻貝
類はほとんど見られず、ホソウミニナの

みが見られたが、本種の分布は非常に限
られていた。 
次に 徳島県、愛媛県、有明海、三重県、愛
知県の干潟でオニノツノガイ科の巻貝類と
吸虫類の調査を行った。有明海の９地点では
それぞれ 1-3 種類の巻貝が確認されたが、特
にクロヘナタリが 5地点で確認された。これ
らの貝類の寄生虫感染率は 0-60％で、4種類
の吸虫が寄生していた。中でも緑川、塩田川
河口のクロヘナタリはそれぞれ 60％、20％と
高い感染率であった。これらの事からクロヘ
ナタリは、ヘナタリと同様に吸虫類の中間宿
主として重要である事が明らかになった。ま
た、生物群集は多様性ばかりでなく、希少種
も重要なので、多様性と同時に希少な種の存
在も評価できる、多様性・希少性指数を考案
した。有明海で調査した 9地点で、巻貝類と
吸虫類の種類数によるこの指数を計算する
と、田古里川の値が最も高く、次いで菊池川
左岸、塩田川右岸であったが、菊池川右岸、
六角川河口では非常に小さかった。この様に、
巻貝類と寄生吸虫類の多様性・希少性指数は
干潟環境の指標となり、対象種を更に広げれ
ば、より総括的な干潟の環境評価指数として
使用できると思われた。 
 さらに、徳島県大潟湾のセルカリアと神
奈川県油壺、小網代のホソウミニナに寄生し
ている Cercaria hosoumininae を、形態的、
遺伝学的に比較検討し、さらに香川県の財田
川において採集したホソウミにナから得ら
れたセルカリアとも形態学的に詳細に比較
検討した。その結果これらのセルカリアは同
一の物との結論が得られたので、今後これら
の結果を順次報告する予定である。 
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